
八坂地区の人口：845人 

（男417・女428 高齢化率35.6％） 

八坂地区の世帯： 363世帯 

    （平成 31年2 月 1 日現在） 
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八 坂 地 域 づ く り 協 議 会 http://www.shinshu-yasaka.com/p20.htm    

 

新春 1 月 12 日、八坂公民館・八坂地区

子ども会育成協議会主催の第 39 回「かる

た・もちつき大会」が開催されました。 

地域の方々や小学校の先生方の協力もあり、

おもちつきと、「八坂郷土かるた」と「大町

民話かるた」の 2 種類を使ったかるた大会

で楽しい一日となりました。 

（P.7 八坂公民館の活動の記事あり） 

 
3 月号の記事 
 
地域づくり協議会の活動から 

地区の活動から 

地区の活動から・たけのこ保育園 

八坂小・中学校から 

山留の風・コミュニティースクール 

コミュニティースクール・八坂公民館 

きらり話題の八坂人 

……2 

……3 

……4

……5 

……6 

……７ 

……８ 



 

 
 
 

【協議会日誌】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                                 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

期 日 区    分 内     容     等 

1/11 第 5 回地域振興検討会議 ・中間報告書について 

1/13 大町市消防出初式 ・自主防災会、日赤奉仕団参加 

1/16 やさかだより編集委員会 ・3 月号の編集について 

 大町地区交通安全協会役員会 ・総会について 

1/24 
明野太陽光に伴う委員による現地調査

明野太陽光発電に伴う協議会と   

住民による説明会 
・協議会委員と住民による説明会 

1/29 
第 4 回自治振興会長会議 
第 6 回地域づくり協議会 

・自治組織の在り方、空家調査結果について 
・定住促進住宅候補地について 
・地域振興検討会議の中間報告について 
・敬老会について 

2/19 第 6 回地域振興検討会議 ・報告書について 

地域づくり協議会の活動から 

空き家の再調査を行いました 

1 月 5 日・6 日に田舎暮らし体験ツアーとして今回はど
んど焼きを体験していただきました。残念ながらキャンセル
もあり当日参加されたのは 1 組のみとなりました。 
1 日目は、横瀬集落のどんど焼きの準備から参加していた
だき、新年会と、どんど焼きの点火まで参加していただきま
した。横瀬集落の皆さんの協力のおかげで、参加されたご家
族にとても喜んでいただきました。6 日の日は野平のどん
ど焼きの準備を見ていただき、定住促進住宅のお宅拝見と
いうことで、奥澤靖一郎さんのお宅を訪ね、経験談や苦労話
をお話していただき、お子さんには北澤豊繁さん手作りの
「竹スキー」を保育園の園庭で楽しんでもらいました。 
 

田舎暮らしには大いに興味を持たれたご様
子でした。今後は、お試しで、宿泊できる施
設など考え、定住を真剣に考えておられる方
の受け入れを考えていく必要があるように思
いました。 

地域振興部会 

田舎暮らし体験ツアーIN 八坂 

地域の空き家住宅を再調査し移住者の方に紹介で
きる空き家を掘り起こすため自治振興会長会議で空
き家の再調査を実施しました。 
自治振興会の皆様の熱心な調査の結果、賃貸につ

いては 9 軒、新たにあがりました。 
地域の活動にも積極的に参加して、八坂での暮ら

しを楽しんでくださる方に借りていただければ良い
と思います。 
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ど
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鳥
追
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野
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ど
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焼
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ど
ん
ど
焼
き
と
い
う
行
事
は
自

分
の
故
郷
で
あ
る
兵
庫
県
姫
路
市

に
は
な
く
、
少
し
離
れ
た
神
社
で

お
炊
き
上
げ
が
行
わ
れ
て
い
る
の

み
で
、
八
坂
に
移
住
し
て
初
め
て

身
近
な
行
事
と
な
り
ま
し
た
。
朝

か
ら
地
区
の
方
々
と
、
山
留
生
で

竹
を
切
り
出
し
て
萱
を
加
え
、
櫓

を
組
み
上
げ
て
準
備
完
了
。
夕
方

か
ら
本
番
ス
タ
ー
ト
で
、
大
き
な

火
柱
が
上
が
っ
た
後
に
竹
が
勢
い

よ
く
音
を
立
て
る
中
、
子
供
達
が

少
し
も
怖
が
る
事
も
な
く
、
餅
を

焼
い
て
い
る
事
に
少
し
驚
き
ま
し

た
。
恐
怖
よ
り
食
欲
が
勝
る
の
で

し
ょ
う
か
。
子
供
達
の
た
く
ま
し

さ
を
感
じ
る
ひ
と
と
き
で
し
た
。 

今
年
は
1
月
20

日
に
行
わ
れ
た
鳥

追
い
は
、
年
始
に
害
鳥
を
追
い
払
う
呪

術
的
な
行
事
で
、
以
前
は
各
地
で
行
わ

れ
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
近
年
は
切
久

保
以
外
で
は
途
絶
え
て
し
ま
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。
鳥
追
い
前
日
の
夜
に
は
毎

年
恒
例
で
あ
る
仲
間
内
の
新
年
会
が
あ

る
為
、
ま
だ
夜
が
明
け
や
ら
ぬ
早
朝
に

各
戸
を
回
る
子
供
達
の
姿
を
夢
に
見
な

が
ら
「
来
年
こ
そ
は
」
と
毎
年
思
い
を

改
め
て
い
ま
す
。 

 

鳥
追
い
と
い
う
行
事
が
存
続
し
て
い
る

の
は
山
留
生
の
存
在
が
大
き
く
寄
与
し

て
い
る
と
は
思
う
の
で
す
が
、
子
供
の

人
数
が
多
い
里
の
地
区
で
途
絶
え
て
い

る
事
を
考
え
る
と
、
切
久
保
の
方
々
の

伝
統
を
重
ん
じ
る
姿
勢
が
強
く
表
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
な
と
感
じ
、
改
め

て
気
が
引
き
締
ま
る
思
い
が
し
ま
し
た
。 

切
久
保 

谷
林 

圭
介 

野
平
自
治
会
で
は
１
月
６
日
に
ど
ん
ど

焼
き
を
行
い
ま
し
た
。
左
義
長
、
三
九
郎
、

御
幣
（
お
ん
べ
）
焼
き
、
ど
ん
ど
ん
焼
き

と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
朝
９
時
に
山
村
広

場
横
の
畑
に
集
合
。
も
う
竹
が
用
意
さ
れ

て
い
る
。
今
年
も
、
大
き
く
な
り
そ
う
な

予
感
。
子
供
た
ち
は
各
家
を
廻
り
正
月
飾

を
集
め
ま
す
。
残
っ
た
人
で
や
ぐ
ら
の
組

み
立
て
、
竹
、
萱
等
の
運
搬
に
別
れ
作
業

開
始
し
ま
す
。 

 
 

ま
ず
、
４
本
の
柱
を
藁
縄
で
括
っ
て
立

て
ま
す
。
横
渡
し
も
２
段
付
け
、
結
構
頑

丈
に
作
り
ま
す
。
中
に
、
茅
、
わ
ら
、
松

飾
り
等
入
れ
ま
す
。
わ
ら
は
丸
め
た
ま
ま

だ
と
、
燃
え
な
い
の
で
、
１
束
ず
つ
ば
ら

し
、
中
に
投
げ
込
み
ま
す
。
２
階
に
物
を

投
げ
る
よ
う
な
感
じ
で
す
。 

ダ
ル
マ
を
掲
げ
、
松
飾
り
は
周
り
に
飾

り
ま
す
。
今
年
も
、
や
っ
ぱ
り
大
き
な
や

ぐ
ら
に
な
っ
た
。 

あ
ま
り
大
き
な
火
に
な
る
と
消
防
に

通
報
さ
れ
る
恐
れ
が
…
。 

昨
年
は
、
あ
ま
り
の
火
勢
に
対
岸
で

魚
釣
り
を
し
て
い
た
人
か
ら
消
防
に
通

報
さ
れ
、
消
防
署
が
出
動
す
る
騒
ぎ
と

な
り
ま
し
た
。 

夕
方
５
時
に
な
り
、
御
神
酒
を
い
た

だ
き
、
年
男
年
女
の
人
に
よ
っ
て
火
が

付
き
、
火
が
一
気
に
上
ま
で
燃
え
上
が

る
様
は
ま
る
で
龍
が
天
に
昇
る
よ
う
。 

 
 

書
き
初
め
が
、
天
に
舞
い
上
が
り
、

一
塵
の
風
が
さ
っ
そ
う
と
つ
む
じ
風
と

な
り
天
に
昇
っ
て
い
く
。
竹
が
パ
チ
パ

チ
と
音
を
立
て
燃
え
て
い
く
。
７
時
近

く
に
な
り
、
ど
ん
ど
焼
き
の
残
り
火
で

餅
を
食
べ
る
と
、
そ
の
年
は
風
邪
を
引

か
な
い
と
言
い
伝
え
が
あ
り
、
餅
焼
網

等
持
参
し
て
焼
い
て
い
ま
し
た
。
餅
を

食
べ
、
三
々
五
々
解
散
し
ま
し
た
。
皆

さ
ん
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

 

野
平 

佐
藤 

眞
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中
央 

丸
山
茂 

 
中
央
自
治
振
興
会
の
新
年
会
と「
ど
ん
ど
焼
き
」

を
1
月
12
日
（
土
）
の
午
後
行
い
ま
し
た
。
基
幹

セ
ン
タ
ー
と
県
道
脇
の
空
き
地
に
て
、
新
年
会
の

準
備
、
「
ど
ん
ど
焼
き
」
の
や
ぐ
ら
の
組
み
立
て

を
同
時
進
行
で
行
い
ま
し
た
。
昨
年
11
月
に
刈
っ

て
お
い
た
萱
や
周
辺
の
竹
を
や
ぐ
ら
の
周
辺
に
立

て
か
け
る
よ
う
に
形
に
し
て
準
備
を
進
め
ま
し
た
。 

一
方
、
新
年
会
の
準
備
は
、
お
で
ん
の
仕
込
み

や
「
ビ
ン
ゴ
」
の
景
品
の
用
意
な
ど
進
め
て
い
き

ま
し
た
。
双
方
の
準
備
が
整
っ
た
頃
合
い
を
見
計

ら
っ
て
、
新
年
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
会
場
に
は
、

お
で
ん
や
持
ち
寄
っ
た
漬
物
や
飲
み
物
が
並
び
和

気
あ
い
あ
い
の
う
ち
に
時
間
が
過
ぎ
恒
例
の
ビ
ン

ゴ
大
会
を
行
い
ま
し
た
。 

夕
方
6
時
30
分
頃
よ
り
い
よ
い
よ「
ど
ん
ど
焼

き
」
に
点
火
と
な
り
、
良
く
乾
燥
し
て
い
た
萱
が

勢
い
よ
く
燃
え
上
が
り
、
竹
が
割
れ
る
音
と
と
も

に
周
り
に
響
き
渡
り
、
子
供
た
ち
の
歓
声
が
印
象

的
で
し
た
。 
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中
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ど
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焼
き
と
新
年
会 

た
け
の
こ
保
育
園 

 

2
月
1
日
（
金
）
に
保
育

園
で
豆
ま
き
を
し
ま
し
た
。
遊

戯
室
で
節
分
に
つ
い
て
の
話
を

聞
い
た
後
、
子
ど
も
達
が
そ
れ

ぞ
れ
作
っ
た
鬼
を
見
合
い
な
が

ら
、
自
分
の
中
に
い
る
鬼
っ
て

何
だ
ろ
う
と
話
を
し
ま
し
た
。

お
腹
の
中
の
自
分
の
鬼
（
泣
き

虫
鬼
、
怒
り
ん
ぼ
鬼
な
ど
）
を

豆
を
食
べ
て
追
い
出
し
た
後
、

外
に
向
か
っ
て
「
鬼
は
外
！
福

は
内
！
」
と
元
気
に
豆
を
な
げ

ま
し
た
。 

園
開
放
の
日
で
お
母
さ
ん
と

園
に
来
て
い
た
小
さ
な
お
友
達

も
、
鬼
役
を
や
っ
て
く
れ
た
年

長
さ
ん
を
見
て
「
鬼
は
外
！
」

と
可
愛
ら
し
く
真
似
を
し
て
い

ま
し
た
。 

  

 

14
日
（
木
）
に
は
お
店

屋
さ
ん
ご
っ
こ
が
あ
り
ま

し
た
。 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
出

た
為
、
地
域
の
方
と
の

ご
っ
こ
遊
び
が
で
き
ず
、

と
て
も
残
念
で
し
た
が
、

園
の
中
だ
け
で
お
店
を
出

し
ま
し
た
。
ホ
ッ
ト
ケ
ー

キ
や
ア
イ
ス
、
お
せ
ん
べ

い
に
お
に
ぎ
り
な
ど
、
そ

の
場
で
作
っ
て
も
ら
っ
た

り
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
食
べ

た
り
す
る
他
、
沢
山
の
品

物
を
「
こ
れ
、
く
だ
さ
い
」

と
買
っ
て
は
手
提
げ
袋
に

入
れ
て
い
ま
し
た
。 

全
部
１
０
０
円
で
お
買

い
得
感
い
っ
ぱ
い
で
す
。

兄
弟
や
お
家
の
分
も
買
っ

て
い
た
優
し
い
お
友
だ
ち

も
い
ま
し
た
。 

新
規
就
農
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
！ 

八坂切久保地区には、新規就農者が宿泊して
農業技術を習得するための施設があります 
（住宅兼作業所） 
 
施設の名称及び位置 
「新規農業者技術習得管理施設」 
八坂 8474番地 7 
延べ床面積 114.4 ㎡木造平屋（農具格納庫
2・休憩室 2・資料室 1・食堂兼作業準備室 
浴室・トイレ・洗面所） 
敷地面積 478.88 ㎡ 

対象者 新規就農者 市外に在住する者で
新たに市内に移住し市内において農業を主
たる業として行おうとするもののうち、農業
研修を行うものをいう。※ 

入居期間 
 入居した日から起算して５年以内とする。た
だし、市長が特別な理由があると認めたときは
この限りでない。 
使用料 
 月額 15,000 円とする。ただし、市長が認め
たときの５年経過後の使用料は月額37,000円
とする。 

お問い合わせ先 大町市八坂支所産業建設係 

電話番号：0261-26-2001 

 

※農業研修とは、農業の実務を研修し技術を習得す
るため、新たに市内の農家又は農業関連の団体等
で就業することをいう。 

 



 

八
坂
中
学
校 

平成３１年度 生徒会スローガン Ｇｌｏｃａｌ Ｓｈａｒｅ 

１月から、現２年生による平成３１年度新生徒
会がスタートしました。 
 スローガンは、「地球規模で考えながら、自分
の地域で活動する」という意味で、これを一人ひ
とりが意識しながら、地域・学校・生徒のために
活動を進める中で出会ったものと互いにつながり
思いを共有し、より良い生徒会を築き上げていき
たいと願いを込めました。 
 そして、新しい試みも始まっています。『生徒
会月目標』は、校歌から該当月に合う１字を選択
して設定していくことになりました。 

 新生徒会長 小池隼さんから 

 Ｈ３１ 生徒会スローガンの発表 
１月の月目標 夢 今年の目標を定め、夢の実現へスタートしよう 

２月の月目標 凜 寒い中でも一人ひとり、凜として活動していこう 

 
『ＶＡＮリサーチ』は、全校生徒の考えや思い、意見を聴き、生徒会活動に生かしたいと
願い、アンケートや聞き取り調査を実施し、金曜日の生徒会生放送『生徒会フォロワーズ
Ｂｏｘ』で紹介しています。２学年がチームワーク良く新規企画を積極的に立ち上げて推
進しています。 

 －5－ 
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八
坂
小
学
校 

薬物乱用はぜったいにだめ 

 

 ５年生を対象とした「薬物乱用防止教室」が２月５日（火）
に開催されました。「薬物・喫煙・飲酒の害を正しく理解
し、未成年からの使用は依存症などを起こしやすく将来の
健康に悪影響があることへの自覚を高める」ことを目的と
して、学校薬剤師である西村彦一先生に『薬物・喫煙・飲
酒について』というテーマで、講演をしていただきました。  
西村先生は麻薬取締官（麻薬Ｇメン）をされていた経歴

をお持ちで、薬物乱用の危険性を十分ご存知な方です。 
 子どもたちは、食い入るように話を聴き、理解すること
ができました。さらに、飲酒の危険性や喫煙による害につ
いてお話しをしていただきました。 

 

新雪で思う存分 

 

 今年は、雪の少ない冬になりま
したが、前日までに惠みの雪が降
り、ゲレンデはまっさらの雪が子
どもたちを迎えてくれました。    
スキー場の皆さんも寸暇を惜し
んで圧雪作業をしてくださった
お陰で、ベストコンディションで   
１月１８日（金）スキー教室が行
われました。子どもたちはレベル
ごとに４つの班に分かれ、インス
トラクターの方と学校支援ボラ
ンティアの皆さんの支援をいただ
いて、講習の初めと終わりではど
の子も見違える程の上達した姿
を見せてくれました。 

 



                       

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

講演「地域とＰＴＡが盛り上がるコミュニティ・スクール」は、
中信教育事務所、生涯学習課 指導主事 中島章氏を迎え、資料
とスライドを交えながら４グループに分かれグループワークも行
いました。講師の先生から「八坂のみなさんの熱心な様子に感心
しました。これからもやりっぱなしにせず、最後まで向き合って
もらいたいです。」と講評をいただきました。 
これからも地域と学校、子どもたちが一体となり、笑顔にあふ

れた『八坂』を目標に、企画していきます。 
 

育てる会 ℡：26-2306 ＨＰ：ｗｗｗ．ｓｏｄａｔｅｒｕ．ｏｒ．ｊｐ 

 

２月上旬、山も畑も雪の下で春を待っています。 
 １２月に山から切り出してきたコナラなどの原木を１月中
に割り、２月６日～７日にかけてセンターの前の土手にある
炭焼き窯で炭にしました。２月６日の朝、窯の中へ薪をぎっ
しりと立てこみ、着火しました。火が回りはじめたら、入り
口を塞ぎ、煙突から出る煙の様子を見ます。いざ、薪の立て
こみを自分でやってみると、「薪を立てるだけでも（隙間が
空いてしまって）難しかった」と、感想を言う子もいました。 
 子どもたちは、学校から帰ってくると、窯の前でおこした、 

明治以降、山村の冬の暮らしを支えた炭焼き文化を肌
で感じた活動となりました。 
 いよいよ３月１６日をもって、今年度の留学生は修園
し、次年度も留学を継続する子以外は八坂の地を去りま
す。子どもたちは修園に向けて、悔いのないように毎日
を精一杯過ごしております。今年度の３２人の学園生た
ちがここまで成長することができたのも、地域の方々に
様々な場面でご協力頂き、見守って下さったお陰です。
本当にありがとうございました。 
また、４月からは、新たなメンバーで八坂学園４４期・

美麻学園２８期として歩みだしていきます。何卒よろし
くお願い致します。 

 

火でお茶を飲んだりしながら語りあいました。夜も、代わる代わる様子を見に来る子たちで炭焼
き小屋は賑わいました。翌日の昼には煙の色が透き通って青みがかり、炭が出来上がって来た様
子でした。子どもたちの下校時刻に合わせて窯を開け、１人１人交代で窯出しを体験しました。       
少しずつ、外気に慣らしながら、慎重に炭を釜の外へ出し、湿らせた灰をかけて白炭にしまし

た。炭をかき出す道具は鉄製で重いので、うまく扱わないと炭がボロボロになってしまいます。
「もう少し奥からそっと引いて。…まだ、もうちょっと！」などと、声を掛けあい、作業を進め
ていきました。大人数で協力して作業したので、窯出しも素早く終えることができました。 

おらほの学校やさか   

 

コミュニティ・スクールだより 

地域で子どもを育てるためのコミュニティ・スクールの集い 

12 月８日（土）八坂公民館にて、八坂学校運営協議会主
催、学校支援代表者会総務広報部企画・運営のもと、開催さ
れました。荒井今朝一大町市教育長をはじめ、地域の方と小
中教職員、保護者、今回はじめて中学３年生１名も参加し、
３７名の参加者で意見交換も活発に行われていました。 
八坂小・中学校校長より、活動報告をしていただき、スラ

イドから映し出される子どもたちの姿や声が流れてくると
参加者から自然と笑顔がこぼれていました。 
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 ●かるた大会結果 

【保育園の部】 

がんばったで賞 

吉田友祐 

山口らひり 

青山長史 

谷林花梨 

新山おと春 

遠藤早人 
 

【１～２年生の部】 

 １位 岡野亜美 

 ２位 山口 みろく 

 ３位 吉田歩未 

 

 

 

 
 

「
自
分
た
ち
で
つ
い
た
お
も
ち
は

と
て
も
お
い
し
い
」
と
言
っ
て
、

大
勢
の
子
ど
も
が
お
か
わ
り
を
し

て
い
ま
し
た
。 

 

午
後
の
か
る
た
大
会
は
保
育

園
、
１
～
２
年
生
、
３
～
４
年
生
、

５
～
６
年
生
の
各
部
に
分
か
れ

て
、
八
坂
郷
土
か
る
た
と
大
町
民

話
か
る
た
を
交
互
に
使
い
、
合
計

４
回
の
取
っ
た
枚
数
を
競
い
ま
し

た
。
み
ん
な
真
剣
な
眼
差
し
で
か

る
た
を
囲
み
「
ハ
イ
！
」
と
大
き

な
声
で
か
る
た
を
取
っ
て
い
ま
し

た
。 39

年
前
に
始
ま
っ
た
伝
統
あ
る

か
る
た
・
も
ち
つ
き
大
会
を
、
今

後
も
地
域
の
方
や
、
学
校
と
協
力

し
な
が
ら
続
け
、
子
ど
も
た
ち
に

ふ
る
さ
と
の
良
さ
を
伝
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

八坂公民館の活動    第 39 回 郷土かるた・もちつき大会  

八
坂
公
民
館
と
八
坂
地
区
子
ど

も
会
育
成
協
議
会
主
催
の
新
春
恒

例
の
「
か
る
た
・
も
ち
つ
き
大
会
」

を
１
月
12
日
に
八
坂
小
学
校
で
開

催
し
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
前
日
の

準
備
か
ら
当
日
の
進
行
等
を
小
学

六
年
生
が
主
体
と
な
り
実
施
し
て

い
ま
す
が
、
料
理
に
つ
い
て
は
八
坂

地
区
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
の

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
も
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

 

前
日
か
ら
準
備
し
て
お
い
た
12

㎏
の
も
ち
米
を
４
回
に
分
け
て
杵
と

臼
で
つ
き
ま
す
が
、
杵
が
重
い
の
で

フ
ラ
フ
ラ
し
な
が
ら
も
元
気
に
つ
い

て
い
き
ま
し
た
。
つ
き
上
が
っ
た
も

ち
は
食
改
の
み
な
さ
ん
に
教
わ
り
な

が
ら
、
き
な
粉
や
、
す
り
ゴ
マ
や
、

砂
糖
醤
油
を
つ
け
た
り
、
雑
煮
に
し

て
、
食
べ
ま
し
た
。 

【５～６年生の部】 

 １位 中里そよ 

 ２位 北澤虹心 

 ３位 西田せろり 

 

【３～４年生の部】 

 １位 呉 京 

 ２位 冨山璃子 

 ３位 阪田 響 

 

八坂小学校の活動～楽しかったスキー教室～ 

 

 １月１８日金曜日、大町市爺ヶ岳スキー場にて小学校の
スキー教室が行われました。 
前日に雪が降り、当日は天気にも恵まれ、とても良いコ

ンデイションの中、行うことが出来ました。学校支援ボラ
ンテイアからも（田中照幸さん（切久保）、塚田哲也さん
（相川）、大山楽人さん（山留センター職員）、吉田敏之
さん（野平）が指導員補助として参加してくれました。子
どもたちは、気合充分、やる気満々で真剣に教わり、回数
を重ねて滑っていくにつれて上手に滑れるようになってい
ました。初めてスキー教室に参加した子どもたちも最後ま
で笑顔で楽しむスキー姿が印象的でした。 

 

今回はじめて参加した小学１年生の２人
の感想をご紹介します。北澤幸祐くん（明野
在住）は、「午前中にリフトにも乗れたし、
スキーも楽しく滑れたよ！カレーもおいし
かった！」、冨山賢治くん（野平在住）は、
「転んだけどリフトにも乗れてたくさん滑
れて楽しかった！またスキーやりたい！」と
笑顔で感想を言ってくれました。 
子どもたちのたくましく、笑顔にあふれた

姿に嬉しさを感じた１日になりました。 
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野
平 

佐
藤 

眞
一 

 
 

表
紙
に
１
月

日
の
か
る
た
も

ち
つ
き
大
会
の
楽
し
そ
う
な
写
真

が
あ
り
ま
す
。餅
つ
き
も
終
わ
り
、

楽
し
み
の
お
昼
で
す
。
で
も
、
事

件
は
、
す
ぐ
近
く
で
起
き
て
い
ま

し
た
。 

 

車
が
脱
輪
し
た
の
で
す
。
前
輪

が
側
溝
に
落
ち
て
し
ま
い
ま
し
た
。

何
故
か
と
い
う
と
、そ
の
日
は「
赤

口
」
だ
っ
た
の
で
す
。 

赤
口
と
は
、
【
赤
口
（
し
ゃ
っ

こ
う
）
陰
陽
道
に
基
づ
く
凶
日
の

こ
と
。
「
赤
口
神
」
の
も
と
に
八

鬼
の
鬼
神
が
い
て
、
人
や
生
き
物

を
惑
わ
せ
る
こ
と
に
由
来
す
る
。】 

 

で
も
、
か
る
た
も
ち
つ
き
大
会

に
、
自
治
会
役
員
の
皆
様
が
朝
早

く
か
ら
準
備
さ
れ
て
お
り
、
救
援

要
請
に
快
く
駆
け
つ
け
て
く
れ
ま

し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

最
後
に
、
昨
年
４
月
よ
り
、
編

集
委
員
と
し
て
、
原
稿
を
依
頼
さ

れ
、
寄
稿
す
る
の
で
す
が
、
推
敲

さ
れ
て
微
妙
に
表
現
が
変
わ
り
、

面
白
く
書
い
た
つ
も
り
が
、
つ
ま

ら
な
く
な
っ
た
り
し
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。 

編

集

後

記 

や
さ
か
だ
よ
り
は
、よ
り
多
く
の
記
事
と
写

真
を
載
せ
る
た
め
、
字
数
の
制
限
が
あ
り
、

表
現
等
、
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、

や
さ
か
だ
よ
り
編
集
委
員
長
の
了
承
を
い
た

だ
き
発
行
し
て
お
り
ま
す
。
何
卒
ご
容
赦
く

だ
さ
い
。 

編
集
担
当 

八
坂
支
所
総
務
係 

曲
あ
る
「
木
遣
」
先
綱
・
小
手
子
・
大
手
子
・
鎌
倉
を
覚
え
る

こ
と
に
大
変
苦
労
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
そ
の
甲
斐
あ
っ

て
苦
節
一
六
年
目
に
し
て
見
事
師
範
に
合
格
さ
れ
ま
し
た
。 

 

大
町
市
の
や
ま
び
こ
祭
に
善
光
寺
木
遣
と
し
て
の
参
加
や
池

田
工
業
高
校
建
築
課
へ
の
出
前
講
座
な
ど
活
躍
を
さ
れ
、格
式

と
伝
統
あ
る
善
光
寺
木
遣
の
伝
承
の
一
躍
に
な
れ
ば
と
の
思
い

で
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
行
き
た
い
そ
う
で
す
。 

 

な
に
か
と
お
忙
し
い
中
取
材
に
快
く
応
じ
て
頂
き
ま
し
た
こ

と
に
感
謝
し
た
次
第
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

取
材 

丸
山 

茂 

 

「善光寺木遣り師範」の笹尾の

平林 操さんを紹介します 

笹
尾 

 

平
林 

操
さ
ん 

 

「
善
光
寺
木
遣
り
師
範
」
（
ぜ
ん
こ
う
じ
き
や
り
し
は
ん
） 

 

 

木
遣
り
と
聞
く
と
思
い
出
す
の
が
諏
訪
御
柱
で
す
が
、

も
う
一
つ
の
御
柱
と
も
い
え
る
、
同
じ
く
七
年
に
一
度

御
開
帳
と
な
り
ま
す
善
光
寺
の
、
前
立
本
尊
と
な
る
、
回

向
柱
で
す
。
松
代
よ
り
伐
採
さ
れ
た
回
向
柱
が
曳
航
さ

れ
、
長
野
市
の
善
光
寺
に
た
ど
り
着
く
ま
で
、
そ
の
先
頭

役
と
し
て
善
光
寺
木
遣
り
が
役
を
担
い
ま
す
。 

平
林
さ
ん
は
出
身
地
の
松
代
で
幼
少
の
頃
そ
の
曳
航

さ
れ
る
御
柱
の
先
導
役
の
善
光
寺
木
遣
り
に
魅
せ
ら
れ

た
の
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
と
の
事
で
し
た
。 

社
会
人
と
な
っ
た
後
も
そ
の
思
い
は
消
え
ず
、
大
町

市
の
建
設
会
社
に
勤
め
な
が
ら
、な
ん
と
か
な
ら
な
い
か

と
思
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
し
ば
ら
く
し
て
後
、
新
聞
に

同
じ
建
設
業
者
の
小
林
治
男
さ
ん
が
善
光
寺
木
遣
り
師

範
に
合
格
と
の
記
事
に
載
っ
て
い
る
の
を
目
に
し
、
長

野
市
と
小
川
村
へ
定
期
的
に
行
わ
れ
て
い
る
教
室
に
小

林
さ
ん
と
通
い
始
め
た
と
の
事
で
し
た
。そ
の
頃
は
仕
事

が
忙
し
く
て
合
間
を
縫
っ
て
の
教
室
通
い
や
四
曲
あ
る 

「
木
遣
り
」
先
綱
・
小
手
子
・
大
手
子
・
鎌
倉
を

覚
え
る
事
に
大
変
苦
労
さ
れ
た
と
の
事
で
し
た
。

そ
の
甲
斐
あ
っ
て
苦
節
十
六
年
目
に
し
て
見
事
師

範
に
合
格
さ
れ
ま
し
た
。平
成
27
年
1
月
に
大
糸

タ
イ
ム
ス
紙
の
記
事
と
な
り
、
そ
の
年
が
善
光
寺

の
御
開
帳
と
重
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
N

H

K
の

「
新
日
本
風
土
記
」
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
事
と
な

り
ま
し
た
。 

大
町
市
の
や
ま
び
こ
祭
に
善
光
寺
木
遣
り
と
し

て
の
参
加
や
池
田
工
業
高
校
建
築
科
へ
の
出
前
講

座
な
ど
で
活
躍
さ
れ
、
格
式
と
伝
統
あ
る
善
光
寺

木
遣
り
の
伝
承
の
一
助
に
な
れ
ば
と
の
思
い
で
こ

れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い
そ
う
で
す
。 

お
忙
し
い
中
取
材
に
快
く
応
じ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

取
材 
丸
山 

茂 

 


